
　

「
亥
年
決
戦
」

の
選
挙
戦
に
よ
う

や
っ
と
区
切
り
が

つ
い
た
。
「
野
中

や
す
し
」
盛
岡
市

議
の
誕
生
は
ま
さ

し
く
新
た
な
歴
史

の
一
幕
を
象
徴
す

る
快
挙
で
あ
り
、

組
織
の
総
力
で
勝
利
し
た
と
い

え
る
▼
岩
手
で
は
知
事
選
で
も

野
党
共
闘
が
功
を
奏
し
、
働
く

者
・
生
活
者
の
視
点
で
の
政
治

こ
そ
必
要
と
い
う
民
意
を
示
す

こ
と
が
で
き
た
。
一
方
で
県
議

選
で
の
元
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
大

量
得
票
は
今
の
政
治
に
対
す
る

不
信
感
の
表
れ
で
あ
り
、
私
た

ち
働
く
者
に
向
き
合
う
政
治
も

し
っ
か
り
と
信
頼
が
得
ら
れ
る

活
動
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
▼
今
の
政

治
は
国
民
の
信
頼
か
ら
程
遠
い
。

安
倍
政
権
は
内
閣
改
造
を
行
っ

た
が
、
改
憲
を
鮮
明
に
し
、
か

つ
加
計
学
園
問
題
に
関
与
し
た

と
さ
れ
る
者
が
文
科
相
と
な
る

な
ど
国
民
が
望
む
政
治
と
大
幅

に
ず
れ
る
。
政
治
不
信
は
無
関

心
を
生
み
、
民
主
主
義
が
崩
れ

る
。
そ
う
し
た
政
治
に
し
た
政

権
の
責
任
は
重
い
▼
私
た
ち
に

も
責
任
が
あ
る
。
投
票
率
は
低

迷
し
、
若
い
方
は
選
挙
に
も
行

か
な
い
と
聞
く
。
権
利
を
行
使

し
な
い
こ
と
が
今
の
政
治
を
擁

護
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
休
暇
等
の
労
働
者
の
権
利

は
使
わ
な
い
と
失
わ
れ
る
の
と

同
じ
。
権
利
を
行
使
し
、
参
政

し
て
い
こ
う
と
い
う
意
識
を
広

げ
る
運
動
が
求
め
ら
れ
る
。

　

９
月
10
日
、
県
職
労
は
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
関
し
、

佐
藤
人
事
課
総
括
課
長
交
渉
を
行
っ
た
。
採
用
方
法
を
巡
り

要
望
ど
お
り
面
接
等
の
選
考
採
用
の
方
向
が
示
さ
れ
、
説
明

会
も
９
月
24
日
か
ら
開
始
の
方
向
が
示
さ
れ
る
も
、
専
門
職

の
賃
金
水
準
、
採
用
規
模
等
の
詳
細
が
示
さ
れ
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
再
交
渉
と
し
た
。
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【
専
門
職
の
賃
金
水
準
】

　

原
則
行
政
職
１
級
25
号
（
月

額
１
８
２
，３
０
０
円
）
を
上
限

と
す
る
も
、
そ
れ
を
超
え
る
報

酬
水
準
が
必
要
な
際
は
期
末
手

要請書を菊池事務局長（左）に提出する佐藤議長

▲要請書を手渡した後要請する地公共闘四役 ▲８月27日、当選証書付与式に臨む野中靖志市議会議員

▲会計年度任用職員制度の交渉で当局姿勢を追及する県職労交渉団（右円内は佐藤人事課長）

▲初当選を祝う万歳三唱（左から、野中ご夫妻、山中後援会長、小野中央支部長、伊藤県本部委員長、伊澤県職員退職者会事務局長）

検
討
す
る
こ
と
、
個
々
の
報
酬

額
は
９
月
中
旬
ま
で
の
各
部
局

か
ら
の
協
議
を
受
け
、
11
月
上

旬
に
検
討
結
果
を
示
す
と
し
た
。

交
渉
団
か
ら
期
末
手
当
を
含
め

た
年
収
ベ
ー
ス
で
は
手
当
支
給

の
趣
旨
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
、

月
例
額
が
引
き
下
げ
と
な
り
人

材
確
保
が
困
難
で
あ
る
と
し
、

再
考
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
人
事

課
長
は
人
材
確
保
の
た
め
水
準

確
保
に
努
め
る
と
応
じ
た
こ
と

か
ら
、
当
局
の
検
討
状
況
を
踏

ま
え
再
交
渉
す
る
こ
と
と
し
た
。

【
年
次
休
暇
】

　

年
次
休
暇
の
冒
頭
の
付
与
日

数
が
10
日
と
な
り
、
臨
時
職
員

に
と
っ
て
は
処
遇
引
き
下
げ
と

な
る
と
し
、
運
用
面
を
含
め
た

改
善
を
求
め
た
。
人
事
課
長
は
、

当
を
含
め
た
年
収
ベ
ー
ス
と
の

均
衡
を
考
慮
し
て
決
定
す
る
、

人
材
確
保
が
困
難
と
見
込
ま
れ

る
職
種
は
必
要
に
応
じ
上
限
額

の
引
き
上
げ
を
含
め
た
対
応
を

▲休暇等で発言する中川中執▲職訓職場の要望を発言する熊谷中執

３
１
３
５
票
を
獲
得（
17
位
）当
選　

全
組
合
員
の
取
り
組
み
に
感
謝

〝
野
中
や
す
し
〞
市
議
誕
生

職
場
実
態
を
踏
ま
え
改
善
に
向
け
取
組
み
を
強
化

県
職
労
第
１
回
拡
大
中
央
闘
争
委
員
会

県
人
勧
・
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
へ
の
対
応
協
議

＝＝
採
用
方
法
「
面
接
・
書
類
選
考
」
の
姿
勢
引
き
出
す
＝＝

採
用
規
模
・
労
働
条
件
示
さ
な
い
当
局
姿
勢
は
問
題

会
計
年
度
任
用
職
員
課
題
・
人
事
課
長
交
渉

　

８
月
31
日
、
県
職
労
は
、
第

１
回
拡
大
中
央
闘
争
委
員
会
を

開
催
し
、
８
月
７
日
の
人
事
院

勧
告
内
容
の
学
習
と
、
人
事
委

員
会
勧
告
に
向
け
た
取
組
や
会

計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
係
る

当
面
の
対
応
に
つ
い
て
方
針
を

協
議
し
た
。

【
２
０
１
９
県
人
勧
】

　

人
事
院
勧
告
の
月
齢
給
与
の

改
善
は
、
官
民
較
差
が
０
・
09

％
と
わ
ず
か
で
あ
る
た
め
、
月

　

８
月
18
日
告
示
・
25
日
投
開

票
の
盛
岡
市
議
会
議
員
選
挙
で

は
、
県
職
労
組
織
内
「
野
中
や

す
し
」
は
３
，１
３
５
票
を
獲
得

し
、
17
位
で
の
当
選
と
な
っ
た
。

　

選
挙
戦
の
第
１
声
で
は
、

「
子
ど
も
も
、
お
年
寄
り
も
、

働
く
者
も
、
み
ん
な
の
笑
顔
輝

く
街
づ
く
り
を
し
っ
か
り
と
取

り
組
む
。
盛
岡
で
も
人
口
減
少

が
続
く
が
、
そ
の
根
本
は
暮
ら

て
生
活
で
き
る
賃
金
と
な
っ
て

い
な
い
現
実
を
少
し
で
も
改
善

さ
せ
て
い
く
た
め
に
も
、
働
く

人
た
ち
の
思
い
を
し
っ
か
り
と

届
け
て
い
き
た
い
」
と
支
持
を

訴
え
た
。
そ
の
後
、
県
職
労
の

総
力
を
挙
げ
て
家
族
・
友
人
・

知
人
へ
の
支
持
拡
大
を
精
力
的

に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
最
終
盤

で
盛
り
返
し
、
３
，０
０
０
票

超
を
獲
得
し
、
当
選
を
果
た
し

た
。
選
挙
事
務
所
は
祝
福
ム
ー

ド
に
。
山
中
俊
介
後
援
会
長

（
元
県
職
員
）
の
万
歳
三
唱
で

勝
利
を
喜
ん
だ
。

　

当
選
し
た
野
中
や
す
し
さ
ん

し
に
く
い
街
に
あ
る
。
子
ど
も

を
育
て
、
学
び
、
生
活
す
る
基

盤
を
し
っ
か
り
と
作
り
上
げ
る

こ
と
を
、
私
、
野
中
や
す
し
に

託
し
て
欲
し
い
」
と
し
、
盛
岡

市
内
各
地
で
支
持
を
訴
え
た
。

　

選
挙
期
間
中
は
、
延
べ
１
０

０
回
を
超
え
る
街
頭
演
説
を
行

い
、
盛
岡
市
内
各
地
を
精
力
的

に
遊
説
し
た
。
選
挙
戦
の
序
盤

は
、
知
名
度
不
足
か
ら
苦
戦
を

強
い
ら
れ
、
当
選
圏
内
へ
の
押

し
上
げ
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

８
月
20
日
に
は
労
組
総
決
起
集

会
を
開
催
し
、
１
０
０
人
を
超

え
る
支
持
者
を
前
に
「
安
心
し

は
、
「
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
感

謝
。
み
ん
な
の
笑
顔
輝
く
街
の

実
現
の
た
め
、
議
会
の
場
で
懸

命
に
頑
張
っ
て
い
く
」
と
決
意

を
表
明
し
た
。
そ
の
後
、
８
月

27
日
に
は
当
選
証
書
が
授
与
さ

れ
、
盛
岡
市
議
に
就
任
し
た
。

　

「
い
さ
わ
昌
弘
」
県
議
以
来

の
12
年
ぶ
り
の
県
都
盛
岡
で
の

組
織
内
議
員
が
誕
生
し
た
。
組

合
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
感

謝
す
る
。
野
中
や
す
し
市
議
は
、

県
職
労
本
部
を
拠
点
と
し
な
が

ら
、
政
治
活
動
を
展
開
す
る
。

「
野
中
や
す
し
」
盛
岡
市
議
と

と
も
に
、
県
職
労
運
動
前
進
の

た
め
全
力
を
挙
げ
て
い
く
。

勤
務
意
欲
確
保
の
改
善
勧
告
を

国
追
随
の
住
居
手
当
改
定
へ
の
反
対
姿
勢
示
す

 

８
月
21
日
、
岩
手
県
地
方
公

務
員
共
闘
会
議
（
議
長
：
佐
藤

淳
一
岩
教
組
委
員
長
）
は
、
８

月
７
日
人
事
院
勧
告
を
踏
ま

え
、
県
人
事
委
員
会
勧
告
に
向

け
て
16
項
目
か
ら
な
る
要
請
書

を
菊
池
人
事
委
員
会
事
務
局
長

に
提
出
し
、
県
人
勧
闘
争
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　

要
請
に
当
た
り
、
佐
藤
議
長

は
、
「
継
続
課
題
の
改
善
を
含

め
、
職
員
の
勤
務
意
欲
確
保
の

た
め
の
私
た
ち
に
寄
り
添
う
勧

告
を
求
め
る
」
と
訴
え
、
そ
の

後
、
事
務
局
か
ら
要
求
事
項
を

説
明
し
た
。
今
年
の
要
求
の
柱

は
、
①
月
例
給
・
一
時
金
の
引

上
げ
、
②
現
給
保
障
終
了
に
伴

う
高
齢
層
の
賃
金
改
善
、
③
通

勤
手
当
・
住
居
手
当
改
善
（
特

に
遠
距
離
通
勤
実
態
を
踏
ま
え

た
70
㎞
以
上
の
距
離
区
分
新

設
、
高
速
道
路
利
用
の
手
当
改

善
等
）
、
④
両
立
支
援
策
の
充

齢
給
へ
の
配
分
は
大
卒
初
任
給

１
５
０
０
円
、
高
卒
初
任
給
２

０
０
０
円
引
上
げ

と
し
、
か
つ
30
代

前
半
ま
で
に
限
り

俸
給
表
が
改
定
。

一
時
金
は
、
０
・
06
月
の
格
差

が
あ
り
、
０
・
05
月
引
上
げ
４
・

50
月
と
な
る
。

　

住
宅
手
当
の
改
善
は
、
人
事

院
の
考
え
が
、
原
資
の
配
分
を

見
直
す
と
の
考
え
か
ら
、
官
民

較
差
解
消
で
は
な
く
、
原
資
の

配
分
見
直
し
と
し
た
こ
と
か

ど
の
よ
う
な
対
応
が
で
き
る
か

検
討
す
る
と
の
姿
勢
に
と
ど
ま

る
も
、
現
在
任
用
中
の
臨
時
・

非
常
勤
職
員
が
引
き
続
き
会
計

年
度
任
用
職
員
と
し
て
任
用
さ

れ
る
場
合
は
、
年
次
休
暇
を
繰

り
越
す
必
要
が
あ
る
と
し
、
制

度
移
行
時
に
年
次
繰
り
越
し
を

容
認
す
る
姿
勢
を
示
し
た
。
新

制
度
時
の
年
次
付
与
数
・
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
短
期
の
病
気

休
暇
の
有
給
化
は
継
続
交
渉
と

な
っ
た
。

【
配
置
の
考
え
方
】

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
を
基
本
と
す

る
姿
勢
（
育
休
代
替
等
の
業
務

の
性
質
や
業
務
内
容
を
踏
ま
え

フ
ル
タ
イ
ム
任
用
も
あ
る
）
を

示
し
つ
つ
、

・
事
務
補
助
的
な
会
計
年
度
任

用
職
員
：
業
務
の
見
直
し
を
行

い
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
増

員
す
る
と
し
、
配
置
先
・
任
用

数
は
各
部
局
の
意
見
を
踏
ま
え

調
整
中
で
あ
り
、
11
月
の
募
集

開
始
前
に
示
す
（
人
事
課
主
導
）
。

・
非
常
勤
職
員
か
ら
移
行
す
る

会
計
年
度
任
用
職
員
：
任
用
協

議
を
経
て
配
置
（
人
事
課
主
導
）
。

・
事
業
費
措
置
の
会
計
年
度
任

用
職
員
：
予
算
調
製
過
程
で
措

置
（
財
政
課
主
導
）
。

の
方
向
を
示
す
も
、
臨
時
職
員

が
フ
ル
タ
イ
ム
か
ら
パ
ー
ト
タ

イ
ム
移
行
に
伴
う
業
務
対
応
の

在
り
方
（
増
員
の
方
向
性
）
、

具
体
的
な
勤
務
時
間
の
考
え
等

は
示
さ
れ
ず
、
不
十
分
な
回
答

に
終
始
し
た
。
交
渉
団
か
ら
、

実
（
不
妊
治
療
へ
の
支
援

策
）
、
⑤
長
時
間
労
働
是
正
策

と
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
国
人
勧
で
示
さ

れ
た
住
居
手
当
改
善
は
、
「
国

人
勧
と
同
様
の
見
直
し
の
場

合
、
引
き
下
げ
と
な
る
割
合
が

半
数
超
と
な
る
ほ
か
、
上
限
額

引
き
上
げ
も
実
態
改
善
と
な
ら

な
い
。
国
追
随
で
な
く
、
職
員

実
態
踏
ま
え
た
改
善
を
」
と
訴

え
た
。

　

菊
池
人
事
委
員
会
事
務
局
長

は
「
勧
告
・
報
告
は
例
年
ベ
ー

ス
で
分
析
を
進
め
て
い
る
」
と

し
、
要
請
は
人
事
委
員
に
伝
え

る
と
し
た
。
県
地
公
共
闘
は
、

人
事
委
員
長
あ
て
大
型
ハ
ガ
キ

署
名
に
取
り
組
み
、
切
実
な
要

求
を
突
き
つ
け
、
改
善
勧
告
を

求
め
て
い
く
。
賃
金
改
善
と
生

活
水
準
の
維
持
、
諸
手
当
の
自

己
負
担
解
消
の
た
め
県
人
勧
闘

争
に
全
力
を
挙
げ
て
い
く
。

地公・人事委要請

盛岡市議選

▲くす玉を割り新市議誕生を喜ぶ野中さんご夫婦

フ
ル
タ
イ
ム
が
必
要
と
現
場
で

訴
え
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
パ

ー
ト
タ
イ
ム
を
強
要
す
る
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
と
し
、
検
討
状

況
を
踏
ま
え
再
交
渉
を
求
め
た
。

【
募
集
方
法
等
】

　

募
集
時
期
は
、
人
事
課
で
任

用
数
を
決
定
す
る
事
務
補
助
は

11
月
以
降
、
非
常
勤
か
ら
の
移

行
・
事
業
費
措
置
は
予
算
調
製

過
程
を
経
て
、
速
や
か
に
募
集

と
の
姿
勢
に
と
ど
ま
っ
た
。
選

考
方
法
は
、
組
合
の
意
見
を
踏

ま
え
、
各
所
属
で
の
面
接
・
書

類
選
考
の
方
向
を
引
き
出
し
た
。

【
職
場
へ
の
説
明
】

　

各
所
属
担
当
向
け
説
明
（
内

容
：
募
集
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
求
人
方
法
、

▲課題について発言する佐々木書記次長▲技能員の立場から発言する細野中執

現 行
区 分 手当額

ら
、
こ
の
ま
ま
勧
告
通
り
と
な

れ
ば
住
宅
手
当
受
給
者
の
半
数

が
引
き
下
げ
と
な
る
課
題
を
共

有
し
た
。

【
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
】

　

当
局
は
８
月
26
日
、
各
部
局

に
対
し
て
個
々
の
非
常
勤
職
員

の
賃
金
水
準
決
定
手
法
の
概
要

及
び
必
要
数
の
照
会
に
つ
い
て

通
知
し
、
作
業
が
行
わ
れ
て
い

る
。
県
職
労
は
、
こ
れ
ま
で
の

意
見
交
換
会
で
の
要
望
事
項
を

踏
ま
え
、
当
局
交
渉
を
行
い
、

職
場
の
臨
時
・
非
常
勤
・
日
々

雇
用
職
員
の
労
働
条
件
改
善
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
お
知
ら
せ

　

県
職
労
機
関
紙
「
８
月
30

日
」
発
行
の
機
関
紙
は
休
刊
と

し
ま
し
た
。
９
月
15
日
発
行
機

関
紙
と
の
合
併
号
と
し
ま
す
。

▲課題について詳細な回答を求める交渉団

▲回答する佐藤人事課総括課長

報
酬
決
定
の
考
え
、
事
務
手
続

き
）
は
９
月
24
日
か
ら
10
月
１

日
の
９
会
場
で
行
う
こ
と
、
そ

れ
に
先
立
ち
臨
時
・
非
常
勤
職

員
向
け
説
明
通
知
（
内
容
：
任

用
方
法
、
給
与
、
勤
務
時
間
、

休
暇
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
）
を

出
す
こ
と
を
示
し
た
。

【
今
後
の
取
り
組
み
】

　

当
局
回
答
は
職
場
で
の
職
員

配
置
の
在
り
方
が
全
く
示
さ
れ

な
い
ば
か
り
か
、
臨
時
・
非
常

勤
職
員
の
処
遇
改
善
と
は
程
遠

い
。
職
場
や
当
事
者
は
安
心
で

き
ず
、
当
局
姿
勢
は
極
め
て
問

題
。
募
集
時
期
が
目
前
と
迫
る

な
か
、
職
場
へ
の
影
響
を
回
避

す
る
と
と
も
に
、
臨
時
・
非
常

勤
職
員
の
処
遇
が
確
保
で
き
る

よ
う
交
渉
を
強
化
し
て
い
く
。

▲人事院勧告内容等について協議した第１回拡大中央闘争委員会

〔2019国人勧の住居手当見直し概要〕

【事例】月額家賃45,000円の場合
○現行＝（45,000円－23,000円）/2+11,000円
　　⇒22,000円…（A）
○改定＝（45,000円-27,000円）/2+11,000円
　　⇒20,000円…（B）
（B）－（A）＝▲2,000円（引き下げ）

【ポイント】
・家賃月額59,200円以上の場合に引き上げ対象も、
　58,000円台以下は引き下げ対象に。
・手当額1,000円アップは、家賃61,000円以上。
・多くが2,000円の引き下げ幅（家賃27,000円
　～55,000円台）。

⇩

家賃額－12,000円
（家賃額－23,000円）/2+11,000円

27,000円

12千円超～23千円

23千円超～55千円

55千円超

改 定 後
区 分 手当額

家賃額－16,000円
（家賃額－27,000円）/2+11,000円

28,000円

16千円超～27千円

27千円超～61千円

61千円超


